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はじめに     

 

 本稿では、広島大学短期交換留学プログラム（Hiroshima University Study Abroad Program, HUSA

プログラム）1 において、交換留学生向けに開講している「グローバル化支援インターンシップ」

に焦点をあて、その全体像について概説するとともに、その意義と今後の方向性についてまとめ

る。2012 年度より「派遣型」インターンシップから「学生主導型」インターンシップへとパラダ

イム転換し、交換留学生インターンは「グローバル化支援プロジェクト」に挑戦してきた。HUSA

プログラム留学生向けインターンシップを 2003 年度に初めて開講し、2011 年度までは市役所と

地域企業に 2 週間インターンを派遣する「派遣型」であった。新しい「グローバル化支援インタ

ーンシップ」は、留学生インターンが国際的知見を生かし、「主体」として地域再生に貢献しつ

つ社会体験を持つ授業である。本授業は、留学生インターンが大学の学術知を日本社会で実践知

として生かしながら地域社会の課題に取り組み、実践を通じてリーダーシップやマネージメント

                                                   
1「広島大学短期交換留学プログラム」 (HUSA プログラム )の詳細はプログラムのホームペ

ージを参照。 24 ヶ国（北米・ヨーロッパ・オセアニア・アジア）に渡る 66 大学と USAC 

(University Studies Abroad Consortium)及び UMAP (University Mobility in Asia and 

the Pacific)の 2 コンソーシアムと協定を締結している (2013 年 11 月時点 )。  
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力を養うアクティブ・ラーニングの場となっている。2012 年度に「グローバル化支援インターン

シップ」を新しく開講して以来、多国籍の交換留学生の持つ異文化性を生かした体験型学習の場

を創り、留学生の多角的知見を地域社会に貢献するとともに、地域社会の異文化理解を促進して

きた。  

交換留学生向けのインターンシップに関する研究はまだ十分に発展していない。多くの留学生

インターンシップは、日本人学生と同じ枠組みで日本語で行われることが多い。日本企業による

留学生に特化した就職セミナーも、日本人向けとほぼ同様に日本語で広報や説明会が行われるこ

とが多い。要求される日本語レベルは日本語能力試験N1 レベル程度と記載されるなど、外国人採

用には日本語能力と日本のビジネス習慣や企業風土の理解が必要条件とされる傾向にある。日本

企業の外国人採用における優秀な人材要件は、日本語能力が最重要項目であることがよく指摘さ

れる（守屋: 2012）。日本の企業が求めているのは、留学生の持つ語学力、人材の多様性、海外業

務への発展への対応力、国際性、などグローバル化への対応に役立つ人材要件であると同時に、

日本語能力が最重要項目であることに鑑みれば、日本語能力と日本理解を前提としたうえで、国

際的人材としての能力に価値がおかれているとも言える。「グローバル化支援インターンシップ」

の授業では、留学生の持つ異文化性と日本の地域社会にある日本的価値観をどうつなげるかが常

に理論的課題であり続けてきた。「派遣型」では留学生インターンが主体となり得ない状況を打破

し、インターンがエンパワーメントするインターンシップに転換するため、2012 年度に留学生イ

ンターンがチームで「グローバル化支援プロジェクト」に取り組む「学生主導型」インターンシ

ップへとパラダイム転換した。その背景にある課題について論じ、学生主導型でプロジェクトを

行うための学生の動機づけの重要性と実習の取り組みを紹介する。 2 

 

「派遣型」から「学生主導型」へのパラダイム転換-留学生の異文化性と日本社会の地域特殊性- 

 

現在、広島大学短期交換留学生向け「グローバル化支援インターンシップ」と地域の観光振興

とを連携させられるよう地域と協働で本インターンシップの企画を検討している。本授業は、9 月

末の交換留学生の来日直後の秋学期のみ開講する「グローバル化支援インターンシップ I:キャリ

ア理論と実践」と秋学期・春学期の通年で行う「グローバル化支援インターンシップ II:実習」の

2 部で構成される。10 月の第１週に「インターンシップ・プレースメント・テスト」（筆記試験と

面接試験）を行い、留学生の日本語による実務能力を判定する。2 週間地域企業等にインターンを

派遣する「派遣型」では、インターンが顧客的存在になる傾向にあり、自主的に仕事に取り組む

ことが少なく、学生のモチベーションも上がりにくかった。受け入れ側も、採用に結びつかない

留学生インターンのための実習プログラムを組むことは負担であり、モチベーションは低かった。

就職活動の厳しさも未体験の留学生インターンが、自身の実務能力を把握せず現場での活躍を期

待することも多々あり、そのための対応策が必要となった。交換留学生が日本留学中のインター

ンシップで目指す達成目標の明確化と教育成果の再検討を行った結果、2012 年度にインターンが

「主体」となり企画を進める授業へとパラダイム転換を図ることとした。「グローバル化支援プロ

ジェクト」を交換留学生が主導で進める挑戦の始まりである。 

担当教員にとり、「学生主導型」交換留学生インターンシップの大きな挑戦は、日本の地域社会

                                                   
2「グローバル化支援インターンシップ」授業の詳細については、恒松の研究ホームペー

ジ（アドレスは引用文献に記載）を参照。  



ウェブマガジン『留学交流』2014年８月号 Vol.41 
                                                                                                          

 

                                                                                                      

独立行政法人日本学生支援機構 Copyright © JASSO. All rights reserved. 
 

12 

で機能する日本的価値観と多国籍の留学生の持つ多様な価値観をどう統合し折り合いをつけるか

である。日本的価値観を持つ地域の人々と異なる文化の価値観を持つ留学生が出会う仕事の現場

で双方のバランスをどうとるのか、「派遣型」からシフトし、留学生インターンが「主体」となり

エンパワーメントして力を発揮する「学生主導型」インターンシップは本当に可能なのか、模索

が続いた。結論は、「留学生らしさ」のアイデンティティと交換留学生が持つ日本への強い興味を

交換留学生インターンの貴重な特性として活かす道であった。そのフレームワークでプロジェク

トを進める時、留学生インターンはプロジェクトの「主体」となりリーダーシップを発揮する。 

 

「期待マネージメント」の重要性と「グローバル化支援プロジェクト」実習のための準備 

 

社会体験のない交換留学生インターンが日本社会で仕事をするためには「期待マネージメント」

が不可欠である（恒松：2013a）。国際体験を持つ担当教員の授業は文化の多様性が受容される学

習環境であるが、大学外の地域社会は日本的価値観に基づいてものごとが機能している。そのギ

ャップの調整は本授業の重要な理論的課題である(恒松：2013b)。インターンシップの授業では、

留学生インターンが担当教員と英語で対等に話したり、個人主義的発想から自由に意見を述べた

りすることを受容し、異文化コミュニケーションを体験で学ぶ教育環境を作っている。それに対

し、大学外の地域社会では、特別な設定でない限り、「日本的価値観」に基づいた行動が期待され

る。仲介者がいない場合、日本語を話さず地域でインターンシップや仕事をするのは不可能に近

い。「期待マネージメント」は、その現実をインターンが認識する機会をもたらし、日本の実社会

で自分が受容され得るかどうかを考える機会となる。 

第一段階の「期待マネージメント」として、授業開始時の 10 月第 1 週の授業で、日本社会で仕

事をするために必要な日本語能力及び実務能力を留学生に認識してもらうことと受講者の決定を

目的とする「インターンシップ・プレースメントテスト」を行う。本試験は、実務能力をテスト

する筆記試験と面接試験の 2 部で構成される。筆記試験は、実際の仕事の現場での判断力、書類

作成能力、状況対応能力、電話応対能力等を審査する内容で難易度は高い。面接試験では、実際

の仕事の状況を設定し電話応対を行ってもらう。本試験により、留学生インターンは仕事で必要

とされる実務能力の高さと自身の能力不足を認識することとなる。日本語能力試験 N1 に既に合格

し自信を持っている留学生も、実務能力のレベルの高さを思い知ることとなる。 

第 2 の「期待マネージメント」として、10 月～12 月に企業や市役所から社会人講師を招聘して

様々な仕事やその意味について学ぶ「社会体験者講話」を全学公開で開催し、次週に講話に基づ

く PBL(Problem-based-Learning「課題発見解決型学習」)を行っている（恒松：2011）。さらに、

第 3 の「期待マネージメント」として、11 月～12 月に全学募集による「グループ・ディスカッシ

ョン」セミナーを開催し、日本語で議論し発表する力を試す場を作っている。与えられたテーマ

についてグループで議論してまとめ、日本語でプレゼンテーションする。取り組んだテーマは、「グ

ローバル人材」・「地域社会のグローバル化への対応策」・「 IT がコミュニケーションに

もたらした功罪」などである。ディスカッションを「社会体験者講話」の後に行い、

招聘した社会人講師に評価指標を提示し担当教員と評価を行う。インターンには講師

よりフィードバックを行う。 PBL 協同学習は、「講話」に基づき、次週に行う設定である。 
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PBL 協同学習プレゼンテーション         グループ・ディスカッション 

 

交換留学生が地域社会の人々とプロジェクトを進めていくためには、仕事を日本語で行うレベ

ルの高さを身をもって体験することが必要不可欠である。期待マネージメントを体験した留学生

は、自身の実務能力を認識する。「グローバル化支援プロジェクト」では、企業・市役所・外部組

織との電話や電子メールでの対応、議事録作成、書類作成、会議後の連絡、プロジェクト進行の

報告など、実務能力が欠かせない。学生が自身の日本語能力を認識したうえで受講を強く要望し

た場合は、日本語中級レベルでも「グローバル化支援インターンシップ I：キャリア理論と実践」

の授業の受講を許可している。2012 年度・2013 年度とも日本語中級のヨーロッパ出身の学生が本

授業を受講し、実習にも加わったが、西洋的発想から異なる価値観で意見を述べたり、英語資料

の作成に貢献するなど、本授業に新しい展開をもたらしている。多様な国籍の留学生インターン

の参加は、文化の多様性の現実を地域の人々が知る一歩ともなる。  

 
内発的動機づけと自己効力感による留学生インターンのエンパワーメント 

 

「学生主導型」インターンシップ構築のためには、留学生インターンの動機づけが必要条件と

なる。自己効力感とエンパワーメントがインターンの意欲とプロジェクト成功に向けて努力する

かどうかを左右する。自分の知識が日本社会で生かされる実感を持てた時、留学生インターンは

プロジェクトを動かそうと努力する。外国人としてのアイデンティティが尊重され、日本語能力・

日本文化理解が実践知として生かされる場の体験により、インターンは仕事を創意工夫して行い、

辛抱強さと根気をみせる。強い動機づけがインターンの主体的行動を起こすのである(恒松：2012a)。 

 2012 年から 2 年連続で、「II」の実習の単位を未取得の留学生インターンが、日本語が中級レベ

ルのため実習の授業の受講資格を与えなかったにも関わらず、プロジェクトでリーダーシップを

発揮し他のインターンを支援し続けた。チームでプロジェクトを組めば留学生の持つ多様な能力

を生かせることを証明した例である。その留学生の 1 人は、単位取得は重要ではなく、プロジェ

クトで自分がリーダーシップを発揮し進める必要性を感じたと述べた。多大な時間と労力を使い、

単位未取得の学生が貢献する理由の背景には、1 年という限りのある留学期間中に大学外の日本社

会と接する機会を持つことへの強い価値づけがある。留学生インターンの動機づけには、留学生

としての特性を生かして自身の知見を日本社会に貢献することによる自己効力感とエンパワーメ

ントが深く関与している。 

 現在、留学生インターンのエンパワーメントの要因について、インターンにインタビューを行

い考察を行っている。例えば、後述する 2013-2014 年度の「東広島市民レポーター」プロジェク

トで、留学生インターンが限界に挑戦し、自ら仕事を作り出し、自主的に動いた理由は何であっ

たのか。自身の日本語能力と留学生としての視点が尊重され、市役所との連携で対等な立場にた
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って意見を述べ、決定権を持ち、正式にプロジェクトを動かす場を持てることから感じる有能感

について指摘したインターンがいた。市役所職員や企業人などの大学外の社会人と対等の立場で

「仕事」をする体験は通常持てない中、稀有の体験を持てたと述べた。指導教員の監督下、他の

留学生が容易に模倣できない形で実社会で実践に挑戦していることに誇りを感じたとの感想もあ

った。学生主導で動かす原動力となるのは、インターンの内発的動機づけであり、厳しい訓練と

指導に耐えるだけの十分な動機づけがない場合は継続が困難となる。教員による強制や統制でイ

ンターンを動かすことはできず、インターンの強い動機づけと、インターンの力を引き出しエン

パワーメントさせる指導を教員が行うかどうかが、学生主導インターンシップの鍵を握っている。 

 

地域社会にある文化的資産を世界に開く施策と地域の人々による交換留学生インターンの受容 

  

現在、人口減少により自治体としての存続が厳しい地域が増えている中、大学と連携した地域

活性化政策の重要性が日々論じられている。地域社会にある伝統文化や文化的資産を新しい視点

から発掘し、地域社会を世界に開く施策に留学生インターンが貢献できることに着目したい。地

域にある貴重な資源や文化的・伝統的資産の多くが、国際的に広報されないまま埋没している。

例えば、地域の多くの伝統的行事は、日本語でしか広報されず、大多数の留学生はその情報を知

ることができない。その外国人の「声」を地域に届け、地域を世界につなげられるのが「留学生

インターン」である。「外部者」であり「海外から来た留学生」であるからこそ、その気づきは新

鮮であり、その声は注目される。留学生が日本語を努力して話し、日本社会に興味を示す時、地

域の人々も心を開き、留学生インターンを受け入れ、共に地域社会を世界に開くために動こうと

する。同時に、自身の価値感が受容されることを知った留学生はエンパワーメントし変容する。 

地域社会の人々が最もインパクトを受けるのは、目の前で、留学生が日本社会について真剣に

考え、日本人とは異なる視点や意見を主張する場面を見た時である。交換留学生の持つ一人の外

国人としての「個人的」見解を、単なる個人的意見にとどまらず、国際的視点として地域を世界

に開くために貢献できる。筒井（2013: 73）は、学生が個人的側面からものごとを見る傾向にあ

ることを述べ、学生の視点を「個人的視点から社会的視点」に変える教育の重要性について論じ

る。個人的視点から社会的視点への転換により、フランシスコ（2013: 41）の述べる「大学の学

際的アプローチがその地域にとり解放の源泉となる」場が構築できる。地域の課題に取り組む実

践の場で留学生と地域の人々が真剣に向き合う時、真の異文化間コミュニケーションが生まれ、

草の根での国際交流の可能性をも拡大する。  

 

地域社会と連携した交換留学生主導型「グローバル化支援プロジェクト」実習 

 

2012 年度に新パラダイムで開始した「グローバル化支援インターンシップ」で取り組んできた

「グローバル支援プロジェクト」の実践についてまとめる。2012-2013 年度は、中国 4 人・台湾 2

人・オーストラリア 1 人・イタリア 1 人の合計 8 人の留学生が「グローバル化支援インターンシ

ップ I:キャリア理論と実践」を受講し、そのうち 6 人が「グローバル化支援インターンシップ II：

実践」を受講した。2013-2014 年度は、韓国・中国・フィリピン・アメリカ・ポーランド出身の 9

人が「I」を受講し、そのうち 7 人が「II」を受講した。広島大学短期交換留学プログラム留学生

の専攻は、日本語、日本文学、日本語翻訳通訳、日本研究、言語学、教育学、人類学、フランス
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語、ビジネス、マネージメント、電子工学、材料工学、建築、物理学など多岐に渡る。専攻分野

の多様性は、本インターンシップのプロジェクトの多角的発展の可能性を示唆している。2012-2013

年度及び 2013-2014 年度に行ったプロジェクトは以下の通りである。 

1) 「東広島市市民レポーター」プロジェクト (2013-2014 年度) 

2) 「国際交流歴史ツアー・コーディネーター」インターンシップ (2012-2013, 2013-2014 年度) 

3) 「地域国際観光プランナー」インターンシップ (2013-2014 年度) 

4)  地域企業のグローバル化支援市場調査 (2012-2013 年度) 

5)  スクール・インターン（広島大学付属高校スーパーサイエンス・ハイスクール） 

(2011-2012 年度, 2012-2013 年度) 

 

1)の「東広島市民レポーター」プロジェクトは、広島大学のある東広島市を外国人向けに広報

し、来日に備え住みやすい街としてアピールする動画を作成する企画である。企画会議を重ねて

動画作成を決定し、各自が作成案を提出後、動画内容の検討を重ねて詳細を決定した。東広島市

内で開催される外国人支援のための国際交流会の撮影、広島大学キャンパスでの学生へのインタ

ビューと東広島市の風景の撮影など、チームで撮影を分担し、最終的に約 10 分の動画に編集した。 

 

 

 

 

 

 

 

東広島市役所と広島大学における企画会議・プレゼンテーション  

 

2)の「国際交流歴史ツアー・コーディネーター」インターンシップは、インターン自身の属す

る「広島大学短期交換留学プログラム」交換留学生向けの「国際交流歴史ツアー」をインターン

が企画・実行するものである。2013 年度は「江田島国際交流歴史ツアー」、2014 年度は「倉橋・

江田島国際交流歴史ツアー」を行った(恒松：2014)。2014 年度は、呉市立倉橋中学校（生徒・教

職員・PTA・保護者）との国際交流会を盛り込んで内容を充実させ、第 2 回目の江田島市との国際

交流会も行った。倉橋中学校との国際交流会は、司会・進行を担当教員が英語と日本語で行い、

言語能力も多様で多国籍の留学生に臨機応変に対応しつつ進行し、日本語能力の多様な約 30 名の

交換留学生と国際交流に慣れていない中学校生徒及び保護者との国際交流を可能にした。このよ

うな大規模な国際交流は前代未聞の行事であり、中学生にもかなり大きなインパクトを与えてい

ることがアンケート調査から明らかとなった。来年度の開催を強く要望する声があり､「一生に一

回の経験だと今日は感動した」との中学生からのコメントもあった。 

国際交流会は、留学生スピーチ（日本語）、各グループごとの自己紹介（英語と日本語）、全体

での質疑応答（英語と日本語）、伝言ゲーム（英語と日本語）など多彩な内容を盛り込んだ。160

名もの参加者を動員するにあたり、全体で進行する部分と各グループごとのアクティビティとに

分類し、インタラクションが増える工夫をした。本ツアーの企画と実行のプロセスを経て、ツア

ー企画の仕事の大変さを学習したとの意見がインターンからあった。企画会議から開始し、経路
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確認と決定、広報、参加者リスト作成、スピーチ準備、詳細なインターンの役割分担、会場の確

認、バス会社との連絡など、ツアー企画の全般にわたる内容を学び参画した。「配布物を見る目が

変わった。それを作った人の労力を考えて捨てることができなくなった」というインターンのコ

メントは、苦労して企画を実施した後に発せられたインターンの声である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「倉橋・江田島国際交流歴史ツアー」における広島大学短期交換留学プログラム留学生と 

呉市立倉橋中学校との国際交流会 (2014 年 4 月 26 日) [左上は倉橋「長門の造船歴史館」前] 

 

3)の「地域国際観光プランナー」インターンシップは、留学生インターンの多様な文化的知見

をもとに地域の観光の国際的発展のための支援を行うものである。2013 年度は、江田島市におけ

る「外国人民泊」の支援を行った。「異文化理解講座」や「英会話セミナー」に挑戦し、留学生イ

ンターンが宿泊する外国人の視点から助言を行った。江田島市は地域活性化のために「民泊型修

学旅行」を積極的に推進し、修学旅行生が民家に宿泊し農業体験や漁業体験する企画を進めてい

る（江田島市ホームページ）。2014 年度は、呉市倉橋町の「長門の造船歴史館」の国際観光ガイド・

インターンシップを企画しており、呉市産業部観光振興課の協力を得て検討会議を持っている。

交換留学生インターンが、１．地域の国際観光プランナーとして国際観光ガイドに挑戦、２．地

域の国際観光プランナーの育成支援、の 2 つに取り組むことを提案している。  

2014 年 5 月には広島大学にて「地域国際化貢献セミナー」を開催し、呉市産業部観光振興課、

江田島市企画部交流促進課、呉市倉橋「長門の造船歴史館」からも参加を得、留学生インターン、

広島大学短期交換留学生、日本人学生を交え、地域社会とグローバル化への対応支援策について

検討した。授業担当教員による「初級英会話セミナー」も行い、参加者全員で英会話実践の楽し

さを体験した。 

本プロジェクトは、地域社会に生きる人々と留学生をつなぎ、留学生の国際的知見を生かして

地域社会の国際的観光振興の促進に貢献し、地域の人々が異文化を体験する場を構築する新しい

地域づくりを目指す。日本の地域社会が抱える課題を研究し改善策を提案するアクション・リサ 

  



ウェブマガジン『留学交流』2014年８月号 Vol.41 
                                                                                                          

 

                                                                                                      

独立行政法人日本学生支援機構 Copyright © JASSO. All rights reserved. 
 

17 

 

 

 

 

 

 

 

「地域国際化貢献セミナー」（2014 年 5 月 16 日 広島大学国際センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 呉市倉橋町「長門の造船歴史館」 

 

ーチにも発展できる。「グローバル社会」の実態が見えにくい地域社会において留学生インターン

の参画はグローバル社会を実感する場をもたらす。地域にある文化的資産を世界に広める「地域

国際観光プランナー」は留学生と地域を強い絆で結ぶ。以下にインターンの 1 年の仕事の流れを

示した。  

 

図１ . 「国際観光ガイド・インターンシップ」  １年間の流れ  

 

地域理解 

•留学生インターンが日本の地域社会の現状について学習 

•地域市役所・関係者による地域社会理解のための講話（広島大学にて全学公開） 

•留学生インターンによる地域再生・活性化の施策に関する文献調査 

企画・準備 

•「国際観光ガイド」インターンシップの詳細内容の検討会議 （倉橋町・広島大学にて） 

•地域社会にて「異文化理解講座」・「英会話実践セミナー」に挑戦 （留学生インターン） 

•モニター・ツアー （交換留学生インターンが倉橋町「長門の造船歴史館」を訪問） 

ガイド挑戦 

•外国人向け広報について検討会議・実践 （倉橋にて） 

•留学生インターンが「長門の造船歴史館」国際ガイドに挑戦 （倉橋） 

ツアー 

•「倉橋・江田島国際交流歴史ツアー」（広島大学短期交換留学プログラムHUSA 約40名） 

•  ツアーで「長門の造船歴史館」訪問・留学生インターンが国際ガイドを務める 

検討 

•国際観光ガイドについて「長門の造船歴史館」・呉市産業部・教員よりフィードバック 

•今後の「地域グローバル化対応支援プロジェクト」改善策について検討 
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4)は、地域企業に関するグローバル化支援のための市場調査である。2012-2013 年度は、東広

島 

市にある地域企業のグローバル戦略支援のためのグローバル市場調査を行った。企業の商品に関

して多国籍の顧客が持つイメージについて調査し、企業にてプレゼンテーションを行った。留学

生が持つグローバル・ネットワークを生かし、外国人の見解を知る重要な調査となった。 

 

 

 

 

 

 

地域企業でのプレゼンテーション・会議       広島大学附属高等学校にて 

 

5)は、広島大学附属高等学校の「スーパーサイエンス・ハイスクール」プロジェクトのスクー

ル・インターンである。高校生が科学に関する研究に国際的視野から取り組む力をつけるための

支援を行った。異文化理解の促進と国際的な場での研究発表の力をつけることを目標とし、留学

生インターンが日本語・英語でプレゼンテーションし、質疑応答する場を持った。外国人が日本

語で話す姿や、日本語と英語の両方とも母国語でない留学生が日本語と英語で発表する姿を見る

だけでも高校生には刺激のある学びとなった様子である。 

 

今後 - 留学生の力で地域社会のグローバル化対応を支えるインターンシップ 

 

最後に、3)で紹介した、企画実現に向け準備を進めている「地域国際観光プランナー」インタ

ーンシップについて述べる。2014 年 4 月に開催した呉市立倉橋中学校生徒及び保護者との国際交

流会の体験が、中学生と保護者・学校関係者・地域の人々の心を変容しつつある手応えを感じて

いる。地域をグローバル社会と結ぶことを目指す本授業の一連の取り組みに支援の声が強まって

いる。「グローバル化支援プロジェクト」の一連の取り組みの中で発展させている「地域グローバ

ル化対応支援」プロジェクトは、今後も多角的に地域社会の課題に貢献できる。その中でも、地

域の国際観光振興に貢献する「地域国際観光プランナー」インターンシップを 2014 年度発展させ

る。その目標は以下に集約できる。  

1)  交換留学生が、地域社会・地域学校と協力し、大学で学んだ学術知を日本社会にお

ける実践知に生かしつつ、地域社会における異文化理解を促進するとともに、地域

の国際観光振興に貢献する。交換留学生の多様性と国際性を生かし、国際的知見を

未来の地域づくりや地域活性化政策に生かし、地域社会を世界とつなぐ。  

2)  グローバルな視野から問題解決能力やマネージメント能力、異文化間コミュニケー

ション能力をつける。リーダーシップを発揮して、文化的多様性を背景に持つ人々

と共存して生きていく力をはぐくむ。  

 

交換留学生による地域社会・地域学校への貢献は以下に集約される。 

 
地 域 社 会 ・地 域 学 校  

 
交 換 留 学 生  

http://home.hiroshima-u.ac.jp/ntsunema/globalization_cooperation/gsp_company.html
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１．  地域の課題・地域資源の発掘、新しい発見・指摘  

２．  若者・外部者との交流により多様な意見を取り入れる重要性の認識の場の構築  

３．  外部者との交流による地域学校関係者・地域内の人・団体への刺激  

４．  外国人の知見を導入し国際的視野から地域学校運営・地域活性化を考える場の  

構築  

５．  UIJターン 3のきっかけ作り（外国人の移住も想定）  

６．  地域学校・地域社会の国際的 PR（世界への広報）  

７．  地域学校と地域づくり・地域活性化・地域再生へのアイデア提案  

８．  多文化共生社会を築く支援・グローバルレベルでの協働ネットワーク構築  

９．  アクション・リサーチの導入により、長期的視野から地域の課題をグローバルな  

 視野から研究し、研究成果を地域に還元  

 

地域社会・地域学校からの交換留学生への貢献は以下に集約される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域国際観光プランナー」インターンシップの流れは以下のようになる。  

                                                   
3  都市圏の居住者が地方に移住する動き（ U ターン、 I ターン、 J ターン）の総称。  

交 換 留 学 生  地 域 学 校 ・地 域 社 会  

 

1.  交換留学生インターンが「地域国際観光プランナー」を体験する場の提供  

  経験豊富な社会人・学校関係者と留学生インターンの企画会議を体験  

  多様な経験・キャリアを持つ地域の人々との出会いの場の提供  

  地域学校・地域社会の課題等について留学生が学ぶ機会の提供  

  地域づくり活動の補助や運営に参加し、運営方法を学ぶ場の提供  

  日本語を使用して、地域の人々と企画を進める力を養う場の提供  

  コミュニケーション・情報収集・問題発見の能力を養う場の提供  

  大学での日本語・日本文化の学びを地域の人々との交流で生かす場の提供  

2.  交換留学生インターンが地域社会で「地域国際観光プランナー」育成支援に携わる

場の提供  

  地域の人々の異文化理解を促進するためのセミナーなどを開催  

  地域の文化的資産について研究し外国人の知見を発表する場の提供  

  地域を国際的に開く施策と人材育成についてのアイデア・助言を行う場の提供  

3.  交換留学生インターンが国際交流会・ホームステイを企画し参加する場の提供  

  地域学校や地域の人々と連携して国際交流会やホームステイを企画し自身も参

加する場の提供（留学生インターンのホームステイ企画と参加は重要）  

  農業体験、漁業体験、地域文化体験、アウトドア、自然観察、伝統工芸、祭り

への参加など、学校教育への参画と地域文化の体験の場の提供  

  交換留学生と日本の地域社会の人々とのつながりの構築と留学生が日本を再訪

問した際のふるさとの創出  
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図 2.「地域国際観光プランナー」インターンシップの流れ  

 

 

 地域社会の活性化政策と地域のグローバル化対応への支援とを関連づけることにより、留学生

インターンの力が大いに生かされる場が構築できる。留学生が地域と協働でプロジェクトに取り

組む「学生主導型」の「グローバル化支援インターンシップ」授業で見えてきたのは、地域社会

では「グローバル化」の現実的意味が捉えにくく、地域で何をすればよいのかが掴みにくい現実

である。交換留学生インターンが日本に強い関心を示し、日本の人々と関わることを要望してい

ることは、地域の人々にとり新しい発見であり、驚きであることも多い。初めは「戸惑い」から

始まるが、交流の機会を持ち、言葉を交わし、人として接してみると、地域の人々は変容し、「ま

た来てほしい」「もっとこのような機会を創ってほしい」などの強い要望の声を発する。そして、

本インターンシップを進める過程で、地域の様々な場所で支援に関わることを希望している人に

出会い始める。交換留学生は、日本の大学への 1 年の交換留学により多面的に意識を変容させ、

インターンシップの体験は学生の将来に影響を与えている（恒松：2012b）。交換留学生と地域社

会とを結ぶ「グローバル化支援インターンシップ」授業を、絶えず出てくる新しい課題と向き合

いつつ、新しい展開に対応しながら、交換留学生インターンを「主体」として、今後も発展させ

ていく。 
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